予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産研究費
	事業名: 畜産研究所県単試験調査費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　畜産研究所　飛騨牛研究部　電話番号：0577-68-2226
　　　　　　　　　　　　E-mail：c24509@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：41,709千円（前年度予算額：43,902千円）
	要求内容


	１　要求の内容


畜産研究所において「家畜の育種改良の推進」、「畜産新技術の開発」、「畜産環境の改善」を目的として、県単独で選定した研究課題について試験研究調査を行います。　　

【研究課題名・実施期間】　　　　　

　・スーパー飛騨牛ブランド開発プロジェクト（H21～　）
　・飼料用米の肥育全期間給与による高品質和牛肉生産技術の開発（H22～26）
　・高能力乳用牛群の飼養管理システム確立に関する研究（H21～　）

　・農耕地等における除草剤適応性研究（H22～）

・多様なニーズに対応した優良種豚の開発研究（H21～25）

・筋肉内脂肪（霜降り）を改良したデュロック種（ボーノブラウン）への飼料米多

給による肉質差別化技術の開発（H22～26）

・密閉縦型発酵装置の高度利用による豚ぷんペレット堆肥製造技術の開発（H21～25）
・市場性の高い特色ある地鶏の開発（H21～25）

・国産赤玉高品質鶏の開発（H21～25）
・飼料用米の利用による鶏肉・鶏卵の持続的生産技術の開発（H22～26）
・精液流通管理システムと連携する和牛繁殖管理システムの開発と実証試験
（H24～26）
・飛騨牛の繁殖性・子牛損耗を改善するＤＮＡ育種手法の開発（H24～26）

・分娩前の乳房炎診断とその治療効果に関する研究（H24～26）
・ゲノム情報を活用した家畜の革新的な育種・繁殖・疾病予防技術の開発～ブタの離
乳時総体重等に関連するQTLの探査とDNAマーカーの開発～（H24～28）

　・ボーノブラウンと肉質改良飼料の組み合わせによる生産現場実証試験（H24～26）

・画像解析システムを用いた牛の産肉能力のＤＮＡ育種改良手法の開発（H24～26）

・子牛の在胎日数を改善するＤＮＡ育種手法の開発（H25～28）

・遺伝情報と血中タンパク質を指標とした黒毛和種の肥育新技術の開発（H25～27）

・地域銘柄牛の牛肉評価システムの開発(H25～27）

・牛肉の肉色評価方法の開発（H25～26）

・大家畜における飼料用もち米の飼料価値の評価と調製利用に関する研究（H25～26）

・ゲノム情報を活用した地鶏の食味性の改善に関する研究（H25～27）
	２　所要経費


（１）試験研究調査費 41,709千円 
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	43,902
	0
	0
	0
	2,243
	0
	35,401
	0
	6,258

	要求額
	41,709
	0
	0
	0
	1,676
	0
	33,844
	0
	6,189

	２月1日時点
査定額
	41,709
	0
	0
	0
	1,676
	0
	33,844
	0
	6,189

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	·  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	　研究開発を通して県内農家で活用できる技術を確立し、農家経営に活用できるよう研究成果の速やかな技術移転を積極的に進めます。
　また、研究開発の迅速な推進を図るため、産学官連携の強化により公募型研究に積極的に応募します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	技術移転の推進
	－　　

	10
（H21）
	10
（H22）
	10
（H23）
	10
（H25）
	100％


	外部資金の導入
	　 －

	6
（H21）
	0
（H22）
	11
（H23）
	13
（H25）
	85％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　　研究成果を発表することにより、農家、関係機関及び行政関係者に対して技術移転を進めるための広報を行います。
（ふれあい報告会の開催：Ｈ24.11.20　可茂総合庁舎　参加予定100名）
　　また、地域単位で開催される研修会等に出席することにより、研究成果の広報・
普及を推進します。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　「飛騨牛」ブランドを支える種雄牛の造成、県内乳用牛群の能力向上を支援する種畜の供給、高品質豚肉の生産が可能となる種豚の開発、また、特徴ある養鶏経営を支援する鶏種の開発など、県内畜産物のブランド推進や畜産経営の支援に結びつくような成果により技術移転を行っています。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	国内の産地間競争が激しさを増している中、県内畜産物のブランド推進、畜産農家経営安定のための技術開発、技術移転を進めていく必要があると
考えます。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	これまで、開発・確立した技術は、県内畜産振興に寄与する成果を得ていると考えます。（技術移転の推進では、平成２１年度以降、同水準を維持しています。）

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　研究課題の見直し、産学官連携の推進等により効率的に研究開発が進められるよう研究体制の効率化を図っています。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　国の研究予算が縮小される中、より効率的に研究成果を上げられるような研究体制（共同研究の推進、公募型研究への取組など）を引き続き構築していく必要がありま　

す。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　研修会での関係者の意見等を踏まえ、必要とされる課題について取り組めるように研究課題の見直しを引き続き進めます。



